
地層処分研究開発部門 
地質環境研究統合Gr 

平成26年2月27日 

深地層の研究施設計画検討委員会（第16回） 
資料16-3-1（H26. 2.27） 

(4)深地層の研究施設計画に関する第2期中期計画
取りまとめ案について 

①成果の取りまとめの全体概要について 



取りまとめの方針と進捗状況 

【方針】 

 第2期中期計画としての取りまとめ(深地層の研究施設計画お
よび地質環境の長期安定性に関する研究） 

 処分事業の各意思決定ポイントに照らし合わせて、整理 

 反映先の時間軸に沿ったまとめ群（A1、A2、A3群）として構造
化（成果ダイジェスト→コアメッセージ）し、各意思決定ポイント
におけるセーフティケース（SC）や判断基準の構築等の際に、事
業者・規制機関等が活用しやすい情報・技術パッケージ
（CoolRepH26）として体系的に整備 

【進捗状況】 
 前回委員会におけるコメントを踏まえた、A1～A3群、B群の成果・課

題ダイジェストの更新 

 コアメッセージと必須の課題(案)の明確化 

 CoolRepH26の整備開始 
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研究成果の統合的取りまとめ 
―成果ダイジェストマップによる網羅性と追跡性の確保― 
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コアメッセージ 成果ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ群 
必須の課題

(案) 
課題ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ群 





成果ダイジェストA1)地質環境の初期状態の理解 
ーまとめ(案)ー 

 坑道掘削前の母岩の地質環境状態（ベースラインコンディション）を限られ
た調査量で精度良く予測する調査解析手法やその組み合わせを瑞浪、幌
延のそれぞれで整備、検証（調査・解析手法は、結晶質岩・堆積岩で共通
する部分と固有な部分が存在） 

 異なる調査分野との連携、データの相互活用により地質環境モデルの信
頼性が向上 
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 構築した技術や蓄積された技術的ノウハウは、複雑（不均質）な地質環境
条件や制約条件を有する環境下に対応 

 わが国に分布する結晶質岩・堆積岩において、母岩として適切な地質環
境条件を有する岩盤領域を地上から特定することが可能 

主要課題達成（技術移転に向けた知識化等の作業を実施） 
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成果ダイジェストA2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解 
ーまとめ(案)ー 

 地下数百mまでの掘削（瑞浪：地下500m、幌延：地下350m）に伴う地質
環境の変化を予測、一部検証 

 掘削影響に関して、効果的な観測を行うための技術体系を整備 

 花崗岩、堆積岩ともに、掘削影響領域（EDZ）の発生から進展に伴う過程
を3(4)次元に予測、可視化することが可能 

 わが国に分布する結晶質岩・堆積岩において、母岩として適切な地質環
境条件を有する岩盤領域の地質環境特性を評価する際に有効 

 長期モニタリング技術の開発（瑞浪） 
 地質環境機能回復評価に関する調査評価技術の開発（瑞浪） 
 地下水抑制技術（ウォータータイトグラウト技術）の開発（瑞浪）など 
 実際の地質環境における人工バリアの適用性確認（幌延） 
 処分概念オプションの実証（幌延） 
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成果ダイジェストA3)地質環境の長期変動・回復挙動の理解 
ーまとめ(案)ー 

 地下施設の閉鎖後に想定される天然現象に伴う地質環境の長期的な変

動の傾向やパターンを推測する技術を整備し、それらの確度や精度を実

際の地質環境条件下で確認 

 地質環境の変動特性に関する知見を蓄積し、汎用性の高い基盤情報とし

て整備 

 天然現象による地質環境の長期的な変動とその影響過程を複合的に評
価することが可能 

 地質環境の長期にわたる頑健・緩衝、復元性能の理解（実証、信頼性の
向上）に目処 

 地質環境の長期変遷解析技術の開発（瑞浪）など 
 地殻変動に対する堆積岩の緩衝能力の検証（幌延） 
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 今回の最終的な“ステートメント”のイメージ（案）  
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 第2期中期計画での瑞浪・幌延の両URL計画および地質環境の長期安
定性に関する研究の結果、地質環境の初期状態の理解に必要な研究
課題を達成。それらを「サイト選定から処分場建設に関する意思決定
ポイント」に必要な情報・技術パッケージ(CoolRepH26)として整
備し、事業者・規制機関等のユーザーがそれらの成果を容易に活用
できるようになった。 

精密調査前半(地上からの調査）までに想定される適切な地質環境を有
する候補地点や地下施設を配置するための3次元的な岩盤領域をより確
実に特定することが可能となった。 

 次の意思決定ポイントに資する研究成果が蓄積されつつあり、瑞浪・幌延
の地質環境の特色や国際動向に応じて、更に絞った課題に集約・合理化
することにより、地質環境の短期、長期変動・回復挙動に関する研究課題
の達成へのプロセスを明示した。 

 精密調査後半(地下施設を利用した調査)以降で想定される地下施設の
建設やパネル配置のための地下の領域を評価する等の技術基盤の整備が開
始され、「処分開始から廃棄体定置終了、閉鎖および閉鎖後に関する意思決
定ポイント」に必要な技術基盤の提示に目処が立った。 



2 地質環境の初期状態の理解（成果ダイジェストA1群）
2.1 研究概要
2.2 研究のアプローチ
2.3 地質・地質構造

2.3.1 はじめに
2.3.2 第2期中期計画における達成目標
2.3.3 実施内容と成果

(1) 岩盤の地質学的不均質性の把握
(2) 被覆層の厚さの把握
(3) 移行経路として重要な構造の把握

2.3.4 まとめと今後の課題
2.3.5 参考文献

2.4 岩盤中の水理
2.4.1はじめに
2.4.2第2期中期計画における達成目標
2.4.3 実施内容と成果

(1) 動水勾配分布の把握
(2) 岩盤中の透水性分布の把握
(3) 帯水層の分布の把握
(4) 帯水層中の流束分布の把握

2.4.4 まとめと今後の課題
2.4.5 参考文献

2.5 地下水の地球化学特性
2.5.1 はじめに
2.5.2 第2期中期計画における達成目標
2.5.3 実施内容と成果（結晶質岩/堆積岩）

(1) 地下水の水質分布（塩分濃度分布）の把握
(2) 地下水のpH・酸化還元電位の把握
(3) 地下水の滞留時間の把握

2.5.4 今後の課題
2.5.5 参考文献

2.6 岩盤力学
2.6.1 はじめに
2.6.2 第2期中期計画における達成目標
2.6.3 実施内容と成果（結晶質岩/堆積岩）

(1) 応力場の把握
(2) 岩盤の物理・力学特性の把握
(3) 地温勾配分布の把握
(4) 岩盤の熱特性の把握

2.6.4 今後の課題
2.6.5 参考文献

2.7 物質の移動
2.7.1 はじめに
2.7.2 第2期中期計画における達成目標
2.7.3 実施内容と成果（結晶質岩/堆積岩）

(1) 岩盤の収着・拡散特性の把握
(2) 物質移動場の把握
(3) コロイド/有機物/微生物の影響の把握

2.7.4 今後の課題
2.7.5 参考文献

2.8 深地層における工学技術
2.8.1 はじめに
2.8.2 第2期中期計画における達成目標
2.8.3 実施内容と成果（結晶質岩/堆積岩）

(1) 設計・施工計画技術
(2) 建設技術
(3) 施工対策技術
(4) 安全性を確保する技術

2.7.4 今後の課題
2 7 5 参考文献

CoolRepH26の構成案 
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＜全体＞ ＜参考：A1群詳細＞ 

1 アーキテクト（仮）
1.1 深地層の研究施設計画および地質環境の長期安定性研究に関する経緯と現状
1.2 研究成果の統合化に向けた基本方針と成果の構造
1.3 第2期中期計画における主要研究成果のコアメッセージ
1 4 第2期中期計画以降における必須の研究課題

2 地質環境の初期状態の理解（成果ダイジェストA1群）
2.1 研究概要
2.2 研究のアプローチ
2.3 地質・地質構造

2.3.1 はじめに
2.3.2 第2期中期計画における達成目標
2.3.3 実施内容と成果（結晶質岩/堆積岩）
2.3.4 今後の課題
参考文献 ※細目構成は以下、同様

2.4 岩盤中の水理
2.5 地下水の地球化学特性
2.6 岩盤力学
2.7 物質の移動
2.8 工学技術
2.9 地質環境の長期安定性

3 地質環境の短期変動・回復挙動の理解（成果ダイジェストA2群）
3.1 研究概要
3.2 研究のアプローチ
3.3 地質・地質構造
3.4 岩盤中の水理
3.5 地下水の地球化学特性
3.6 岩盤力学
3.7 物質の移動
3.8 工学技術
3.9 地質環境の長期安定性

3.10 人工バリアの設置環境と性能
4 地質環境の長期変動・回復挙動の理解（成果ダイジェストA3群）

4.1 研究概要
4.2 研究のアプローチ
4.3 地質・地質構造
4.4 岩盤中の水理
4.5 地下水の地球化学特性
4.6 岩盤力学
4.7 物質の移動
4.8 地質環境の長期安定性

5 成果の統合および知識の伝達・伝承ツールの整備（成果ダイジェストB群）
6 調査解析手法の適用性と開発状況（ハード・ソフトウエアのリソースリスト）
7 まとめ

CoolRep H26（深地層の研究施設計画・地質環境の長期安定性研究カーネル）の頁構成（案）



参考：CoolRepH26の概要：地下水地球化学の例 
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